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藤灰 2015年5月1日
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藤灰環境運動市民達路会議
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今こそ日本国憲法を

2005年4月18日に「ふじさわ・九条の会」が結成され、「力を合わせて憲法を守る運動をこの藤沢地

域に大きく展開していきましょう」と呼びかけました。

それから10年が経過しましたが、日本国憲法をめぐる状況は厳しさを増し、いまや日本が;毎外で戦争に

加担する危険性が現実味を帯びてきました｡戦後70年の歳月を経て､過去の戦争の記憶が遠ざかるなかで、

日本が行った植民地支配や侵略戦争の歴史を否定し、書き換えようとする動きが強まっています。

この動きに連動して、特定秘密保護法が制定され、さらに集団的自衛権行使容認の閣議決定がされまし

た。憲法九条を否定し、米国に追随して海外で武力行使が出来るようにするために、自衛隊法の改定や国

際平和支援法脈兵恒久法）の制定など『戦争立法」が進められようとしています。さらに沖縄では、明

確に示された民意をまったく無視して、現政権は米国の圧力のもとで、辺野古に米軍の巨大な這久基地を

造ることを強引に進めています。現政権はさらに進んで、憲法前文に積極的平和主義を書き込み、自衛隊

を憲法上でも軍隊として明記するために憲法九条の改定を行なう第1段階として、2016年の参議院議員選

挙後に、国会議員の3分の2による憲法改定の発議や、国民投票を計画しています。

このような中で重大なことは、改憲勢力が、「九条の会」に対抗して、憲法改定の素地を草の根から固め

ようとしていることです。憲法改定の総本山である「日本会議」のメンバーの地方議員が、瞳法問題」

の議論をしようと藤沢でも動き出しており、また、海外出撃の尖兵とされる掃海艇が、毎年年末に江の島

に来航しています。「ふじさわ・九条の会」は、その結成10周

年に当たり、日本国民が平和を享受し、近隣諸国と平和のなかで

共存することができるように、日本国憲法を守り活かすために力

を尽くすことを宣言します｡改憲勢力が国民投票提案を断念せざ

るを得なくなるように、世論を大きく高めていきましょう。

さまざまな組織や個人と小異を越えて手を結びましょう。ご地域九

条の会を広げ増やし､地域に根ざした活動を進めていきましょう。

日本国憲法を守り抜きましょう。2015年4月29日「ふじさ

わ・九条の会」10周年記念アピールより（斉藤隆夫）ツツジ(石川の大型ｽｰバｰ店そばの道路で）
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